別表第四号　伝送輝度信号及び伝送色信号の方程式(第9条第1項関係)
YM＝0.294R＋0.588G＋0.118B
CR＝R－YM
CB＝0.800(B－YM)
注
1　YMは、伝送輝度信号の量子化レベルとし、輝度信号が黒レベルのとき16、白クリップレベルのとき239とする。
2　CR及びCBは、伝送色信号の量子化レベルとし、色信号が無彩色レベルのとき128とし、16及び239で飽和するものとする。
3　R、G及びBは、それぞれ原始映像信号における原色信号の赤、緑及び青の各信号の量子化レベルを次の特性の曲線により逆ガンマ補正(ガンマ補正による効果を相殺するために各信号電圧を近似的にガンマ乗し、補正することをいう。以下同じ。)した値とする。この場合、xは逆ガンマ補正を行う前のレベル、yは逆ガンマ補正を行った後のレベルとし、黒レベルを0、量子化レベルの最大値を1に規格化したときの値を表すものとする。
y＝A(x－B)2.2＋C
A、B及びCは定数とし、次の各条件を満たす値とする。
(1)　点(0,0)及び(1,1)を通ること。
(2)　点(0,0)における傾きと点(1,1)における傾きの比が1:5であること。
4　原始映像信号が輝度信号及び色信号から成る場合は、輝度信号及び色信号を別表第2号の方程式により逆変換し、原色信号を得るものとする。
5　伝送輝度信号は、帯域圧縮された後、次の特性の曲線により伝送ガンマ補正(伝送路における雑音の影響を軽減するために信号電圧を非線形特性により補正することをいう。以下同じ。)を行うものとする。この場合、xは伝送ガンマ補正を行う前のレベル、yは伝送ガンマ補正を行った後のレベルとし、量子化レベルを0から1までに規格化したときの値を表すものとする。
x＝(3／5)y2＋(2／5)y
6　伝送色信号は、帯域圧縮される前に次の特性の曲線により伝送ガンマ補正を行うものとする。この場合、xは伝送ガンマ補正を行う前のレベルとし、量子化レベルを－1から1までに規格化したときの値を表すものとする。
伝送ガンマ補正を行う前のレベル
伝送ガンマ補正を行った後のレベル

－1≦x＜(－1／8)
(31／33)x－(2／33)

(－1／8)≦x＜(－1／24)
(48／11)x2＋(67／33)x＋(1／132)

(－1／24)≦x＜(1／24)
(5／3)x

(1／24)≦x＜(1／8)
－(48／11)x2＋(67／33)x－(1／132)

(1／8)≦x≦1
(31／33)x＋(2／33)

